
た
。
優
れ
た
デ
ザ
イ
ン
の

洋
食
器
を
数
多
く
世
に
送

り
出
す
一
方
、
陶
芸
家
と

し
て
の
活
動
も
開
始
し
昭

和
38
年
の
第
一
回
朝
日
陶

芸
展
で
は
朝
日
陶
芸
賞

（
グ
ラ
ン
プ
リ
）
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
ま
た
翌
年
の
現
代
国
際

陶
芸
展
に
招
待
出
品
を
果

た
し
た
ほ
か
、
そ
の
後
の

朝
日
陶
芸
展
で
も
入
選
を

重
ね
る
な
ど
、
そ
の
作
品

は
高
く
評
価
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
55
年
に
は
瑞
浪
市

土
岐
町
に
礼
山
窯
を
築
い

　
礼
二
郎
（
本
名
・
禮
二

郎
）
は
土
岐
市
駄
知
町
に

生
ま
れ
、
昭
和
30
年
に
多

治
見
工
業
高
校
を
卒
業
し

て
昭
和
製
陶
に
入
社
し
ま

し
た
。

　
陶
磁
器
デ
ザ
イ
ン
に
携

わ
る
中
で
陶
磁
器
デ
ザ
イ

ナ
ー
日
根
野
作
三
と
出
会

い
、
程
な
く
日
根
野
に
師

事
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

て
瑞
浪
を
拠
点
と
す
る
創

作
活
動
を
開
始
し
、
オ
ブ

ジ
ェ
や
茶
器
、
食
器
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
作
品
を
創

作
し
、
平
成
12
年
に
土
岐

市
の
二
宮
文
化
賞
を
受
賞
。

さ
ら
に
平
成
16
年
に
は
瑞

浪
市
無
形
文
化
財「
粉
引
」

保
持
者
に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

　
瑞
浪
市
陶
磁
資
料
館
で

は
1
月
15
日
ま
で
、
特
別

展
「
浅
井
礼
二
郎 

遺
作

展
」
を
開
催
中
で
す
。
粉

引
を
中
心
と
す
る
陶
芸
作

品
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま

す
の
で
、
こ
の
機
会
に
是

非
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

【
解
説
】
瑞
浪
市
教
育
委

員
会
ス
ポ
ー
ツ
文
化
課

 

砂
田
　
普
司
　
氏

瑞
浪
市
無
形
文
化
財「
粉
引
」保
持
者

  

浅
井 

礼
二
郎

昭
和
11
年（
１
９
３
６
）〜
令
和
3
年（
２
０
２
１
）　【
土
岐
町
】
瑞浪市ゆかり
の偉人 ⑬

発
展
に
つ
と
め
た
方
を
対

象
に
毎
年
表
彰
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

◇
40
年
以
上

瑞
浪
精
機
株
式
会
社

　
瑞
浪
商
工
会
議
所
で
は
、

市
内
の
事
業
所
へ
永
年
に

わ
た
り
勤
務
さ
れ
、
業
績

が
優
良
な
方
や
職
場
改
善
、

技
術
の
開
発
、
新
製
品
の

開
発
な
ど
地
域
商
工
業
の

 

磯
村
　
正
昭

株
式
会
社
柴
田
土
木

 

渡
邉
　
弘
子

◇
25
年
以
上

株
式
会
社
今
井
土
木

 

桑
原
　
静
代

東
濃
石
油
株
式
会
社

 

水
野
　
丈
二

 

松
本
　
康
志

◇
20
年
以
上

東
濃
石
油
株
式
会
社

 

岩
木
　
孝
洋

有
限
会
社
伊
藤
薬
局

 

春
日
井
豊
子

 

伊
藤
め
ぐ
み

 

吉
村
な
る
み

 

奥
村
　
豊
美

 

児
玉
　
岳
彦

 

小
木
曽
　
斉

株
式
会
社
松
野
屋
商
店

 

水
野
　
浩
二

市
原
製
陶
株
式
会
社

 

宮
野
　
ミ
ツ

 

後
藤
香
代
子

◇
30
年
以
上

東
濃
石
油
株
式
会
社

 

水
野
　
秀
昭

 

近
藤
　
宏
明

丸
理
印
刷
株
式
会
社

 

伊
藤
　
由
章

 

角
尾
　
道
子

丸
昭
釡
戸
鉱
業
協
同
組
合

 

伊
澤
　
雅
敏

株
式
会
社
南
波
鉄
工
所

マ
ス
タ
ー
ズ
ク
ラ
フ
ト
株
式
会
社

 

原
田
久
美
子

丸
理
印
刷
株
式
会
社

 

宮
川
　
喜
久

 

伊
藤
　
裕
次

平
和
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

 

竹
内
　
民
明

 

増
山
　
憲
二

市
原
製
陶
株
式
会
社

 

柘
植
美
和
子

◇
15
年
以
上

有
限
会
社
セ
ラ
ム
工
芸

 

中
山
　
美
香

伊
藤
製
作
所
有
限
会
社

 

加
藤
　
一
基

美
濃
窯
業
株
式
会
社

 

伊
藤
　
里
美

 

二
村
み
ど
り

 

山
口
　
純
也

 

柘
植
　
一
憲

 

矢
津
田
　
勇

株
式
会
社
十
味
惣

平
和
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

 

加
藤
　
盛
男

 

工
藤
　
英
一

 

遠
藤
　
政
夫

株
式
会
社
深
山

 

熊
澤
　
博
隆

株
式
会
社
ミ
ヤ
マ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

 

髙
木
啓
一
郎

◇
５
年
以
上

美
濃
窯
業
株
式
会
社

 

中
根
　
僚
宏

 

加
藤
　
啓
伍

丸
理
印
刷
株
式
会
社

 

尾
関
　
正
裕

 

藤
井
　
愛
弓

平
和
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

 

古
澤
　
榮
一

 

野
中
　
洋
子

 

平
田
　
哲
夫

 

小
林
　
寛
明

 

石
田
　
正
則

 

前
田
　
耕
作

 

林
　
　
裕
二

 

野
久
　
信
一

 

木
村
　
英
夫

 

真
野
孝
一
郎

 

小
栗
　
光
弘

 

河
合
　
俊
男

 

稲
垣
　
博
之

 

近
藤
　
弘
明

 

松
原
　
清
美

株
式
会
社
中
央
ミ
ネ
セ
ラ
ム

 

三
輪
　
　
茂

平
和
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

 

伊
藤
　
秀
司

 

谷
田
　
年
久

 

水
野
　
光
春

 

福
田
　
浩
二

丸
昭
釡
戸
鉱
業
協
同
組
合

 

木
戸
岡
ひ
と
み

 

三
嶋
　
範
信

◇
10
年
以
上

株
式
会
社
東
岐
空
調

 

水
野
　
　
匠

瑞
浪
市
で
は
、市
民
を
対

象
に
、「
み
ん
な
で
頑
張
ろ

う
！
み
ず
な
み
応
援
券
」

が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
販
売
額

１
セ
ッ
ト（
７
千
５
百
円

分
の
券
）を
５
千
円
で
販

売
し
ま
す
。（
要
引
換
券
）

■
販
売
元

瑞
浪
商
工
会
議
所

令
和
5
年
1
月
31
日
㈫
ま
で

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
土
日
祝
日
、年
末
年
始

（
12
月
29
日
か
ら
1
月
3

日
）は
販
売
し
ま
せ
ん
。

■
利
用
期
間

令
和
5
年
1
月
31
日
㈫
ま
で

　
ゴ
ル
フ
の
町
み
ず
な
み

実
行
委
員
会
（
板
垣
廣

光
実
行
委
員
長
）
が
主
催

す
る
第
２
回
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル

フ
大
会
が
11
月
12
日
㈯
に

瑞
浪
高
原
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

で
、
第
12
回
オ
ー
プ
ン
ゴ

ル
フ
大
会
決
勝
大
会
が
11

月
17
日
㈭
に
ゴ
ル
フ
５
カ

ン
ト
リ
ー
み
ず
な
み
コ
ー
ス

で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
た
。

　
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
大
会

は
、瑞
浪
市
内
の
小
学
５・

６
年
生
を
対
象
に
募
集
し
、

16
名
が
大
会
に
参
加
し
た
。

　
ま
た
、
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル

フ
大
会
は
市
内
13
ゴ
ル
フ

場
で
開
催
さ
れ
た
予
選
大

会
に
参
加
さ
れ
た
約
２
，

８
０
０
名
の
中
か
ら
優
秀

な
成
績
を
お
さ
め
た
１
３

０
名
が
決
勝
大
会
に
臨
み
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
大
会
優

勝
者

　
服
部
　
鉄
平

　
　（
瑞
浪
小
6
年
）

オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
大
会
優

勝
者

一
般
の
部

　
長
尾
　
泰
教

シ
ニ
ア・レ
デ
ィ
ー
ス
の
部

　
伊
藤
喜
代
史

　
令
和
４
年
秋
の
褒
章
に

お
い
て
、
当
所
会
員
の
西

尾
治
徳
氏
（
株
式
会
社
西

尾
建
設
）
が
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
こ
に
心
か
ら
お
祝
い

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
今

後
、
益
々
の
ご
活
躍
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

藍
綬
褒
章

 

西
尾
治
徳 

氏

昆虫紋三連花器 （撮影：柴田一）

▲オープンゴルフ決勝大会の様子

▲スナッグゴルフ大会の様子

地
域
商
工
業
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た二

十
事
業
所
よ
り
六
十
五
名

令
和
4
年 

秋
の
褒
章

 

西
尾
治
徳
氏
が
藍
綬
褒
章
を
受
章

好
評
販
売
中
！

取
扱
加
盟
店
募
集
中

み
ん
な
で
頑
張
ろ
う
！

「
み
ず
な
み
応
援
券
」

地
域
商
工
業
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た二

十
事
業
所
よ
り
六
十
五
名

永
年
勤
続・優
良
従
業
員
を
表
彰

ゴ
ル
フ
の
町
み
ず
な
み

第
2
回
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
大
会
、第
12
回
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
決
勝
大
会
開
催

ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
大
会
に
は
市
内
小
学
生
16
名
が
、オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
大
会

は
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
１
３
０
名
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
！

 （1）第 611 号 みずなみ商工会議所ニュース 令和 4年 12月 1日
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 令和 4年 12月 1日 みずなみ商工会議所ニュース 第 611 号（2）

瑞
浪
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所

☎
０
５
７
２
‐
６
７
‐
２
２
２
２

　
０
５
７
２
‐
６
７
‐
２
２
３
０

info@
m
zcci.or.jp

FAX

相
談
所
だ
よ
り

事業に関するご相談は、瑞浪商工会議所までお気軽にご連絡ください。☎ 67-2222

おじゃま
します

リレー訪問リレー訪問今
回
は
有
限
会
社
ワ
イ
・
イ

ト
ウ
さ
ん
の
ご
紹
介
で
一
色
ど

う
ぶ
つ
病
院
さ
ん
を
訪
問
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

創
業２

０
１
４
年
12
月
24
日
に
一

色
町
の
現
在
地
に
新
た
に
診
療

所
を
建
て
事
業
を
始
め
ま
し
た
。

獣
医
師
に
な
る
た
め
に
進
学

す
る
獣
医
学
科
の
あ
る
大
学
は

少
な
く
、
瑞
浪
を
離
れ
遠
く
北

海
道
に
行
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
が
、
い
ず
れ
地
元
に
戻
り
た

い
と
い
う
思
い
は
強
く
、
大
学

卒
業
後
は
愛
知
県
の
動
物
病
院

で
７
年
修
行
し
、
地
元
に
戻
っ

て
参
り
ま
し
た
。

仕
事
内
容

愛
玩
動
物
と
い
わ
れ
る
犬
・

猫
を
中
心
に
診
療
し
て
い
ま
す
。

は
、
そ
の
人
生
を
受
け
と
め
る

こ
と
と
同
じ
で
す
。
可
能
な
限

り
一
生
付
き
合
っ
て
い
け
る
体

制
が
必
要
で
す
。
ま
だ
不
十
分

な
と
こ
ろ
が
多
く
、
こ
こ
を
補

強
し
て
い
く
こ
と
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

お
付
き
合
い
を
し
て
い
く
こ

と
で
安
心
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
、

ス
タ
ッ
フ
一
同
ご
家
族
同
様
の

視
点
で
向
き
合
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

趣
味今

飼
っ
て
い
る
猫
と
触
れ

合
う
こ
と
で
す
。
今
４
頭
の
猫

が
い
ま
す
。
最
初
の
猫
は
、
生

ま
れ
て
す
ぐ
の
猫
を
引
き
取
っ

た
の
で
す
が
、
残
り
の
３
頭
は
、

保
護
猫
で
す
。
仕
事
後
の
癒
や

し
の
ひ
と
と
き
で
す
。
今
も
満

足
し
て
い
ま
す
が
、
他
の
こ
と

も
出
来
る
時
間
が
欲
し
く
も
あ

り
ま
す
ね
。

一
色
ど
う
ぶ
つ
病
院

瑞
浪
市
一
色
町
１
‐
32
‐
１

院
長
・
獣
医
師
　
武
田
礼
司

☎
０
５
７
２
‐
６
８
‐
０
２
２
５

次
回
は
有
限
会
社
四
季
彩
さ

ん
を
訪
問
し
ま
す
。

卵
を
産
む
動
物
は
対
象
外
と
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
診

療
未
経
験
の
動
物
も
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
最
近
は
動
物
に
対
し
て

も
高
度
化
し
た
医
療
が
求
め
ら

れ
、
血
液
検
査
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
、

超
音
波
検
査
な
ど
も
行
い
ま
す
。

日
々
医
療
も
変
化
し
て
い
ま
す

の
で
、
最
新
情
報
に
対
応
す
る

た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
も
受
け
て
い

ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
機
会

が
減
り
、
今
は
ネ
ッ
ト
を
通
し

て
勉
強
し
て
い
ま
す
。

手
術
も
行
い
ま
す
が
、
大
き

な
手
術
は
機
材
の
関
係
で
出
来

な
い
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
折
に

は
大
手
の
病
院
を
ご
紹
介
し
て

い
ま
す
。

フ
ィ
ラ
リ
ア
な
ど
に
対
す

る
予
防
を
は
じ
め
健
康
意
識
が

高
ま
っ
た
影
響
で
犬
は
寿
命
が

長
く
な
り
ま
し
た
。
動
物
特
有

の
病
気
も
あ
り
ま
す
が
、
近
年

は
人
間
と
同
じ
よ
う
に
、
肥
満
、

高
齢
化
に
伴
う
病
気
が
多
く
な

り
ま
し
た
。

モ
ッ
ト
ー

飼
い
主
さ
ん
が
一
緒
に
治
療

に
あ
た
れ
る
環
境
づ
く
り
を
す

る
こ
と
で
す
。
犬
、
猫
が
自
分

で
病
院
に
来
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
飼
い
主
さ
ん
に
病
気
と

そ
の
特
徴
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

な
に
か
あ
っ
た
ら
す
ぐ
に
連
れ

て
き
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し

た
い
で
す
。
自
分
ひ
と
り
で
診

療
し
て
い
る
病
院
な
の
で
、
飼

い
主
さ
ん
と
二
人
三
脚
で
一
緒

に
治
療
に
あ
た
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

将
来
に
つ
い
て

新
し
い
動
物
と
の
出
会
い
と
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飼
い
主
さ
ん
と
二
人
三
脚
で

一
緒
に
治
療
に
あ
た
っ
て

い
き
た
い
！

　
創
業
か
ら
日
が
浅
く
、

安
定
成
長
期
に
入
る
前
の

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
に
対
し
て
事
業
の
改
善

及
び
発
展
の
た
め
の
円
滑

な
資
金
調
達
を
支
援
す
る

特
別
保
証
制
度
で
す
。

◆
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

　
県
内
に
事
業
所
ま
た
は

営
業
所
を
有
し
、
次
の
い

ず
れ
か
等
の
要
件
を
満
た

す
方

①
事
業
を
営
ん
で
い
な
い

個
人
が
事
業
を
開
始
し
た

日
以
後
１
年
を
経
過
し
、

か
つ
５
年
を
経
過
し
て
い

な
い
方
。

②
事
業
を
営
ん
で
い
な
い

個
人
に
よ
り
設
立
さ
れ
た

会
社
で
、
そ
の
設
立
以
降

１
年
を
経
過
し
、
か
つ
５

年
を
経
過
し
て
い
な
い
方
。

◆
融
資
限
度

２
，０
０
０
万
円

◆
融
資
期
間

運
転
資
金
　
７
年
以
内

設
備
資
金
　
10
年
以
内

◆
信
用
保
証
料
率
　
0.0
％

◆
貸
付
利
率
　
1.2
％

◆
連
帯
保
証
人

個
人
　
原
則
不
要

法
人
　
原
則
法
人
代
表

者
以
外
不
要

◆
担
保
　
不
要

■
お
問
い
合
わ
せ
先

岐
阜
県
信
用
保
証
協
会

☎
２
２
‐
３
１
０
０

瑞
浪
商
工
会
議
所

☎
６
７
‐
２
２
２
２

事
業
歴
１
年
以
上
５
年
未
満
の
方

事
業
の
改
善
及
び
発
展
の
円
滑
な

資
金
調
達
に「
県
羽
ば
た
き
」の
利
用

一
色
ど
う
ぶ
つ
病
院

11
月
1
日
号
で
掲
載

し
た
2
号
議
員
の
企
業

名
で
㈲
白
山
陶
料
と
あ

る
の
は
㈲
白
山
の
誤
り

で
し
た
。
お
わ
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

お
わ
び
と
訂
正

業務改善助成金（特例コース）のご案内
対象期間延長とともに「原材料高騰により利益が減少した事業者」も助成対象になりました

『業務改善助成金特例コース』は、新型コロナウイルス感染症の影響により売上高等が30%以上減少した中小企業事業者
等を支援する助成金です。
対象期間と申請期限を延長し、原材料費の高騰などで利益率が５％以上低下した事業者を対象に追加するなどの拡充を行

いましたので、ぜひご活用ください。
拡充のポイント

対象となる事業者（事業場）

支給要件

申請期限と賃上げ対象期間を延長します

助成額・助成率

助成額の上限

助成対象

●以下の①または②のいずれかを満たす事業者であること
①新型コロナウイルス感染症の影響で、売上高または生産量等を示す指標が、比較対象期間より30％以
上減少している事業者
・比較する売上高等の生産指標：令和3年4月～令和4年12月の間の連続した任意の3か月間の平均値
・比較対象期間：前年、前々年または3年前の同期
②原材料費の高騰など社会的・経済的環境変化等外的要因により令和3年4月から令和4年12月のうち任
意の1月における利益率が5％以上低下した事業者

●令和3年7月16日から令和4年12月31日までの間に、事業場内最低賃金を30円以上引き上げること
引き上げ前の事業場内最低賃金と地域別最低賃金の差額が30円以内の事業者に限ります。

●就業規則等で、引き上げ後の賃金額を事業場の労働者の下限の賃金額とすることを定め、引き上げ後の
賃金額を支払っていること
就業規則等がない場合は､「労働者の下限の賃金額についての申出書」の提出でも認められます。
●生産性向上等に役立つ設備投資等を行い、その費用を支払うこと
生産性向上に役立つ設備投資等を行う取り組みに関連する費用として、業務改善計画に計上された経費
（関連する経費）がある場合は、その費用も支払う必要があります。

変　更　前 変　更　後
申請期限 令和４年７月29日まで 令和５年１月31日まで

賃上げ対象期間 令和３年7月16日から
令和３年12月31日まで

令和３年７月16日から
令和４年12月31日まで

助成額 最大100万円
※対象経費の合計額×助成率

助成率
事業場内最低賃金により異なります。

920円未満：４／５
920円以上：３／４

引き上げる労働者数 上限額
1人 30万円

2人～3人 50万円
4人～6人 70万円
7人以上 100万円

Ａ生産向上等に
資する
設備投資等

機械設備※1、コンサルティング導入、人材育成・教育訓練など
※１：PC、スマホ、タブレットの新規購入、乗車定員７人以上又は

車両本体価格200万円以下の自動車なども対象（自動車は乗車
定員11人以上から拡充）

Ｂ業務改善計画
に計上された
関連する経費※2

広告宣伝費、汎用事務機器、事務室の拡大、
机・椅子の増設など

・申請日までに賃金の引き上げを完了している必要がありま
す。

・賃金引き上げ額が30円に満たない場合でも、申請時までに
遡って追加の引き上げを行い、その差額が支払われた場合は
30円以上の引き上げがされたものとして取り扱います。

以下の要件をいずれも満たす必要があります。

以下の要件をいずれも満たす必要があります。

※2：「関連する経費」への助成は生産性向上等に資する設備投資等の額を上回らない範囲に限られます

交付申請書等の提出先は岐阜労働局雇用・環境均等室　TEL058-245-1550 です

お問い合わせ
業務改善助成金についてご不明な点は、下記のコールセンターまでお問い合わせください。
業務改善助成金コールセンター
電話番号：0120-366-440（受付時間 平日 8:30～17:15）
その他詳細は厚生労働省ウェブサイトをご覧ください 業務改善助成金 検索


